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日本社会の中の「異文化」

手Lが大学で担当している｜司附則係論やI似波研究のゼミナーノレにも、

このところ留学生の数が�O.\i＆�に多くなってきた。 IO'R'�；\jjijにIi、'11111

からのfl-I学生と台湾からの留学生カrf1!1£l ＜机を並べていたのがL、かに

も幸治れこ！t＂：じられたが、 今ではそれはごく当りJjljで、 特nすべきこと

ではな〈なった。 私のゼミの儒学生3聞は、 ほとんどが大判維もし

くは研究生であるが 、 彼らl立大手予完修士訪呼＇.E?：終えるとほぼ全員が日

本の企業へ就職する。 銀行であったり、 証券会社であったり、 いずれ

も－if,[企業l二係fl]されてかなりのお給制与るので多〈の場合、 結給し

たり、 安－（－をι111到大陸から呼ぴ術せたりして、 そのまま日本で当当訴す

るこttなる。 tなるしli本人のサラリー？ンと伍してiJヲhをし、

会社に111れ、？企業化ηして行かねばならないのだが、 いかに大半悦の

部政で「災文イり:n交mLJや「文化路f脅しなどを学んでも、 やはり戸惑

うこと 述和感守党えるニtが多いようである。

先日もマレーシアIIゆで既に3if以上も証券会社に勤めているG

君がやってきて言うには、 n本人の会mmr＆の..，，で「旬：ZI�のあとのf寸

き介いJが いかにITi�であるかはようやく理解できるようになったが、

日本社会における同級生、l司：%＇.1:という言ずな俗ド）がこれほどq郎、

とlふ旬、わなかったtのことであった。 俗に「同じ鐙のメシを食った」

者同士い、う同族意書世の.，，でも健かに悶級生・同窓生定：議lまことに特

殊であり、自に見えない社会虫りなi!E－�；：－のえ、ットワークを形づくってt、る。

世界的に著名な文化Mft学者でr沈黙のことlぬr文化を応えて』な

ど数多くの著作を持つエドワード・T・ホールt�l土にl阜、 夫人のミルド

レッド・R·ホールちんとの�＇＜�ーで日米｜！日のビジネス社会の途いぞ論じ

た『かくれた差災』（Hidden Differences, 1987）い、う本があるが、

ホール夫長も円材士会におItる同級生い、う特殊な有イr:に＇（＇；－目して、

「同級生とのきずなは生波を通じて統〈。 同級生l.t友人や知り合いの

中でも特殊な地位を占めている。 個人的な親疎とは別に、 同級生のた

めなら特別な配1.m.を示し、 手助けすること力行Rめられる。 このきずな

はどの段附の�i械にも通じるものである」t述べている。

もとより、 同級生・同窓生の＂＇からill:要な人材が鉱山すればするほ

ど、 そのw1mt：ちのバイl.t大きくなるのだから、 大学やお校の格付り

とも矧剥係ではないが、 同級生・同窓生同士の相]Jj刷J関係はL、わゆ

るこ却司とか大学問の約差とも異なった一種�！k特の円本�.：！：到t.J別象fごと

いえよう。

この点で、 U本企業に勤務し、 日本社会に定住するニとになった{if

学生活者には日本的な同級生・同窓生関係が輿文化tして映ずるので

あろうが、 同級生もし〈はIiiI窓ti－：であることが、かえって人liill刻係に

Hえをもたらし、 =t1rf'1の炎友のバイを�ltiりくずしてしまうこともある

のt：•から、 m学�HI:おがー慨につf'手l]fごとは；：えないであろう。

·�·凶の北京ll'r身の K君l.t、あるメーカーに勤めており、併なの3作学

力r!R:�rf・日本.llf・＂＂主rnmを口われて、 タH主l入、 主にアメリカ人の

お存の1�待をアレンジするイJ)Ji（こ就いているtいう。昨今l主、 アメリ

カのどジオ、スマンbl:役になると夫人｜日l伴が多〈、京都や奈良、 また

箱船、 鎌合、 U光とL、った観光地にも何度か行っている場合が多いの

で、ii百月11去の小旅行の場所にも苦慮しているtのこtであった。 そこ

で不I.Iま「それなら上山地古代、いよ。 あそこの滑降lホテルは超－ff.lt.！し、

ウィークデーなら予約がとれるかもしれなL、なんtいっても、チill

i也からのや：！日百ill峰の眺めは日本ーだからねJ ！：.アドノfイスした。

l<J5はさっそく、その秋に米J］した2組のカップノレを上高地に案内し、

日本にもこんなt肘ミな自然があるのかと大変喜ばれたとのこtで、彼

の社内での信flJl.t大いに高まったそうである。但し、アメリカ人は日本

人と違ってプライベートな剛mを犬切にするので、K況は上山地での

2 lllitL 2組のカ ップノレをそこに案内したfごけで、食事も一切j→首lこは

しなかったとのこしこれも犬切な典文化fill交流のあり方なのであろう。

団組邸ltlNITT日開閉

［金！｝帯月来］きんきげつらい 単身赴任が増加する中、 金曜日の夜に我が家に帰り、 月曜日の朝には封土に出動する大変なサラリーマンの織をこう曾九
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